
2008年7月20日

会報第7号
Bulletin of Women & Music Study Forum Vol. 7 (July.2008) 

目 次 | 高校音楽桝書の問題点ージェンダーの視点から
[2006年度第1回例会発表要旨](小中慶子) 一一一一一 2

女性作曲家を主とするアメリカの西洋音楽史テキストについて

-"From Convent to Concert Hall"ほか

[2006年度第2回例会発表要旨](西阪多恵子) 一一一一一 4

音楽史研究会例会を受講して-18世紀ナポリのオペラと女性

[2006年度第3回例会発表要旨](市川啓子) 一一一一一 6

『赦し』一女に課された役割~ジェンダ}視点で見るオペラ

[2006年度第4回例会発表要旨](梅野りんこ)一一一一一一 9

昭和を生きた二人の女性作曲家~金井喜久子・吉田隆子

2007.3.24レクチャー・コンサート講演内容 (辻浩美) 一一一-12 

レクチャー・コンサ}トプログラム 一一一一一一一一一一一一一一 15

二人の女性作曲家の軌跡と昭和の時代(年表) …ー一一一 16

参考資料Books，Music， CD 一一一一一一一一一一一一一 17

イベント実施報告 一一一一一一一一一一一一一一一一-18 

女性と音楽研究フォーラム規約 一一一一一一一一一一一一 19 



2006年度第1回例会 (2006.5.2O)発表要旨

高校音楽教科書の問題点

~ジェンダーの観点から~
小中慶子(こなかけいこ)

I.問題意識

従来、当フォーラムの活動内容は対象の中心とし

て大人、またはそれに準ずる層を想定してきた。だ

が、クラシック音楽の聴衆層衰退も目の当たりにす

る現在、現職の高校教員である筆者は、音楽文化を

支える未来の聴衆を育てるために、若い人たちが集

まる普通の音楽の授業で「音楽そのものについて学

ぶJに加え「音楽と社会の関わりについて意識を持

つJ、すなわち音楽に加え、その周囲にも目を向ける

意識の育成が重要だと考えている。その一環として、

断片的ながら授業でも「女性と音楽j について取り

上げ、またその機運が周囲に広がればと希望をもっ

てきたが、現実には偏差値の高低と関係なく、授業

を成立させること自体が困難な学校の方が多いのが

現実である。こうした状況下で、問題解決の最初の

ステップとして高校における教科書のあり方と音楽

授業の現状とについて検証しようと考えた。

n.学習指導要領と各社の教科書・副教材出版状混
現在、小・中・高校の教科書に関しては、文部科

学省の教科書検定に合格したもののみ使用を認めら

れており、東京都の公立小・中学校では地区教育委

員会によって、高校では各校教員によって使用する

教科書が選定される。例外的に一般書籍を教科書と

して使用する場合もあるが、教育委員会への届け出

を要する。また、都立高校では出版されている全教

科書についての調査研究、およて共採択した教科書の

採択理由を文書化することが義務づけられている。

教科書検定に合格するには、学習指導要領および

臼本政府の見解に沿っていることのこ，点が条件であ

り、作成者たちの意図が反映されるとは限らない。

この二点に沿っていないとして、家庭科での家族の

形やジェンダーに関する記述や、地歴公民科での南

京大虐殺や従軍慰安婦に関する記述が教科書検定で

問題になったのは記憶に新しいところである。
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学習指導要領においては、音楽1• n . mで多少
表現が異なるものの、実技の他に「文化・歴史Jと

の関わりから音楽を理解するという目標が明記され

ている(つまり各社の教科書もその観点を含めて書

かれている、はずである)。ただし、ここで「文化・

歴史Jの内容として明記されているのは「伝統文化j

と「世界の諸民族Jに関することだけであり、他の

側面については触れられていない。また、かつてあ

った共通耕オは現在指定されていないため、教員は

ある程度自由に教材曲を選択できるが、現実には教

科書に載っている曲が基準になることが多いようだ。

現在、教科書については「音楽1J f同llJ i岡田」

について音楽之友社・教育芸術社・教育出版の3社

から 1'"'"'2種類ずつ出版されている。学習指導要領

の改訂ごとに各社とも教科書を新しく作成するが、

昨今の学校の状況に鑑み、全般的には楽譜読解を含

む知的理解部分を極力避け、視覚的にインパクトの

強いものを作ろうとする傾向が伺われる。副教材に

ついては文部科学省検定を要しないが、選択肢は多

くない。ほとんどが教科書の平均的な内容に合わせ

て作られ、楽典・ソルフヱージュ関係・邦楽・音楽

鑑賞等の説明とワーク等を合わせ1冊になっている。

m.現在の音楽科授業のあり方
高校では 50分の授業を1年間履修することで1

単位を与えられる。普通科では芸術必修選択として

音楽・美術・書道から 1教科選択、 iI J 2単位(原

則として2単位必ず履修。ただし例外あり)、 fllJ

1'"'"'2単位履修するのが一般的であり、 1クラス 40

人前後(男女比は様々)で授業が行われている。音

楽選択の理由としては「音楽が好きだから」がトッ

プだが、「美術や書道で作品を作ることが嫌いだか

らJi知っている曲を歌っていればよさそうだから

楽だと思ったJという意見も相当数ある。

授業内容は教員によって多少異なるが、「音楽IJ 

「同IIjの範囲では合唱(多くの場合、合唱コンク

ールと連動)・独唱・重唱・重奏で授業の大半を占め

ると思われる。これに対し、音楽鑑賞(教員が注目

点を書いたプリントを配布し、理解した内容や感想

を提出することが多い)や創作(既成の作曲理論に

凶E. 



とらわれない作曲を目指すことが多い)にはかなり

労力を要するため、音楽を「息抜きJと考える生徒

や保護者が多数存在する現況では相応の時間を割く

ことは難しい。また一部を除き、生徒たちは授業に

「知っている幽を気楽に楽しむj ことを望む傾向が

強く、「知らない・聴いたことのない音楽」を「味わ

う・演奏する・知る・考えるjのは面倒くさくてイ

ヤだ、という抵抗感が強くあるといえるだろう。

「音楽ffiJを設置している学校は限られているが、

履修者には保育系進学を考える生徒が比較的多く、

基本的な楽典・ソルブェージュ・歌唱・ピアノの初

歩等を学ぶケースが多いようだ。状況だけ見れば「保

育土にはなぜ女性が多いか」に始まり、「女性と音

楽Jという内容で授業する材料もそれなりにあるは

ずだが、取り上げているケースはほとんど聞かない。

N.教科書分析

音楽科教員の多くは女性だが、各教科書の著作者

8"'-'9人中、女性は各社各書とも 0"'-'2人とわずかで

しかない。特に、音楽史の「名曲Jとされてきた作

品を多数収録している、いわば伝統的な作り方によ

る教科書では女性著作者がO人というケ}スもある。

また前述の通り、現学習指導要領では共通教材が

指定されておらず、各教科書とも様々なジャンノレか

ら70""'100曲程度の作品を取り上げている。その中

ず、いわゆる「文化史的j視点による説明が見受け

られるのは邦楽・民族音楽に多く、クラシック音楽

については当該作品の説明に終始するものがほとん

どである。また、女性作曲家による作品はポップス

にわずか数曲あるだけ、クラシックでは全く取り上

げられていない。ここには、「軽くて親しみやすいJ

とa思われがちなポップスでのみ女性の作品が取り上

げられているという問題の構図も指摘できるだろう。

その他、

-収録されている絵や写真に見る男女比較および性

差の表現

・言葉遣い(歌詞およひ説明文等、内容も含む)に

おける男女差

-文化・歴史・社会的視点から見た「音楽界のあり

方と女性」に関わる問題の記述

3 

といった視点からの分析も可能であろうが、検討が

行き届かなかった。今後の課題としたい。

V.問題点と今後の展望

「中立jを是とする教科書が扱うのは評価がある

程度定まっている対象であり、音引面が一定しないと

か問題含みと思われる内容は取り上げることができ

ないという眼界が見えてきた。取り上げたとしても、

問題の焦点をぼかす表現しかできない場合も多い。

教科書に多くを期待できないこうした現状から

すれば、教育者側が戦略的に動く必要もあるだろう。

中でも最も効果が高いのは、一般の音楽(史)書籍

の中で、女性作曲家や音楽史における女性と音楽の

関係について、他の文化史的視点と同じレヴェルで

取り上げられることではないだろうか。その延長線

上に、教科書に女性作曲家の作品がごく自然に登場

し、「女性と音楽Jという視点も取り上げられるよう

になるのではないかと期待したい。そのためには、

将来音楽家・音楽教育者となる音楽大学・教員養成

系大学の学生たちが読みやすく、音楽史を勉強する

中で自然にこうした問題意識が持てるような書物

(+音源があればなおよし、)が求められるのではな

いか。また開時に、「音楽史・音楽文化のあり方や意

味について広く知り、考えるJ作業も芸術教育の重

要な機能のひとつであることが現職の教育者や将来

音楽文化を支えていく人たちの共通認識となるよう、

コンサートに限らず多くの機会を捉えて伝えていく

ことも必要ではないかと考える。

<参考文献>

音楽之友社「改訂新版高校生の音楽 1J 

「改訂新版高校の音楽 1 J 

教育芸術社「高校生の音楽 1 J 

fMOUSA 1J 

教育出版 fTutti 1 J 

fMusicAtlas 1 J 

中山裕一郎・手塚綾・山下貴幸・渡辺亜希子

ジェンダーの視点による音楽科教科書の分析

""'1998年版「学習指導要領J準拠小・中学校音

楽科教科書の分析と考察(信州大学教育学部紀

要 No.ll0，2003)



2006年度第2回例会 (2006.7.15)発表要旨

女性作曲家を主とするアメリカの

西洋芸術音楽史テキストについて

叩“Fr叩IConvent to Concert Ha 11 "ほか~

西阪 多恵子{にしざかたえこ)

本発表は、当フォーラムの目標の一つである音楽

史テキスト作成に向けて、先行例を考察したもので

ある。 3部構成とし、 I音楽テキストにおける女性

作曲家についての調査、 E女性を主に扱った基本音

楽史文献、孤標記の図書『修道院からコンサートホ

ールへ女性作曲家案内~ *それぞ、れについて述べ

た。

* From Convent to Concert Hall: a guide旬
women composers. edited by Sylvia 

Glickman & Martha Furman Schleifer 

(Westport: Greenw∞d 2003) vi， 403 p. 

I.音楽テキストにおける女性作曲家についての

調査

1985年、アメリカの大学で使われている音楽史左

音楽鑑賞のテキスト 61点を調査したD.ジェズィク

は、女性音楽研究の著しい進展にもかかわらず、取

り上げられる女性作曲家が極めて少数であるだけで

なく、ポピュラー系に限られるなどの偏りもあるこ

とを明らかにした。また、同時期に中学校カリキュ

ラムについて調査したR.ラムは、女性による読譜な

どの教材はあっても女性の音楽が作品として聴かれ

ることがないために「作曲家は男性Jという概念が

培われると指摘した。ラムはまた女性の作品によっ

て音楽の様式や諸要素を学ぶことを提唱する。ブア

ニー・へンゼ、ノレの歌曲で旋律を、ノレイーズ・ブアラ

ンクの九重奏でソナタ形式を、ジャケ・ド・ラ・ゲ

ールの鍵盤ソナタでチェンパロの音色を学ぶなら、

あたかも男性だけが音楽史を形成してきたかのよう

な誤解を防ぐこ左にもなろう。一方、女性作曲家の

テキストの必要性を痛感したジェズィクは、3年後、

25人の女性作曲家の人と作品について略述した書

を出版する。(②一文献番号、以下同)

4 

II.女性を主に扱った基本音楽史文献

ジェズ、イクの書を含め1982年から10年間に出版

された同種の文献をみると、その多くが数年から十

数年後に新版が出版されている。これはこの間の女

性音楽研究の進展とテキストの需要の大きさを物語

るものだろう。

こうした女性音楽研究は概ね補完史といわれ、従

来の音楽史の規範に員りるとして、批判もされてきた。

しかし、そうした批判は女性音楽研究そのものを音

楽学のなかで劣位におくという危険もはらむ。実際、

これらの文献は多かれ少なかれ現実の音楽史の授業

との兼ね合いを考慮しており、それゆえに従来の音

楽史の枠組みに沿ってはいるが、必ずしもそれに留

まってはいない。そのことはとくに 1990年代以降

の新版に明白である。たとえば③第2版に収録され

たフェミニスト音楽学者マーシャ・シトロンへのイ

ンタビューはフェミニズム音楽学史と現況について

の有用な情報を含む。④第2版は冒頭章の「フェミ

ニズム音楽美学Jのほか、時代別には f1880年から

1918年」という章を設けている点が注目されよう。

20世紀への変わり目前後の30年余は女性運動や男

性の大戦出征の影響もあり、音楽においても女性の

活躍が著しく可視化された時代であったからだ。④

の序文では音楽に関する既存の規範や価値観がさま

ざまに間われる。たとえば、音楽「外Jの要素は音

楽様式やその中身にどの程度関わるのか、評価基準

は性別で異なるのか、等々。②もまた、バロック、

ロマン派などの時代区分による伝統的な構成ながら

も、その序文には重要な問いかけが続く。音楽のヒ

エラノレキーはいつからどのようにできたのか、女性

たちの成し遂げてきたことを反映させるには音楽学

はどうあるべきか、等々。そして授業で学生たちの

討議を奨励する。総じてこれらのテキストは学部の

音楽授業での使用と新しい視点や価値観の反映とい

う両方の要求を満たそうとするものといえよう。

一方、①はテキストとしての使用を主眼に編纂さ

れたものではない。たとえば、学生向けテキストと

して重視される条件の一つである、楽譜や録音資料

の入手可能性という点において、①で論及される音

楽は必ずしもすべてが適切で、はない。むしろ、そう



したしがらみから離れ、研究書左して編まれた結果、

重要な基本的文献となったともいえる。収録された

14論文のうち、中世研究の2本を含めて 17世紀以

前を対象とするものが6本、と比較的古い時代の比

重が大きいことは示唆的である。

m. ~修道院からコンサートホールヘ女性作曲
家案内』

『修道院からコンサートホールへ』は200人近い

女性作曲家を中心とする、学生と音楽愛好家のため

の西洋音楽通史である。全6章から成り、序章では、

音楽女性をめぐる議論や研究、音楽史書における女

性の扱い、芸術家に必要な社会的条件などが概観さ

れる。第 2章では f中世とルネサンスj、第3章以

降の各章ではそれぞれ17世紀から20世紀の各世紀

が扱われる。第2章のみ時代概念が標題とされてい

るが、本書はまたそのルネサンスなるものが男性の

解放の一方で女性の拘束を強めたというフェミニズ

ム歴史家の見解にも言及している。(ちなみに文献

④の編者はこの見解に与しており、同書において該

当する時代の章の標題は r1450年から 1600年頃j

言及される作曲家を国別にみると、ドイツの 45人

やフランスの37人などに対し、アメリカは何と 127

人、うち 103人が20世紀生まれなのである。(日本

人は7人。ただし本文中に挙げられた秋吉敏子と塩

見允枝子以外は巻末の出身国別リストの掲載のみ。)

アメリカの読者が対象とはいえ、 19世紀以前の時代

を中心とする西洋音楽史に慣れ親しんできた者にと

って、この数字は本書で扱われる時代と国の偏りを

感じさせよう。加えて20世紀については書名の『…

コンサートホールへ』から連想される演奏の場を突

き抜けた類の音楽も少なくない。しかし、こうした

事柄を単に偏りとみなすのはおそらく適切ではない

のだろう。音楽史の時代区分やその適切なバランス

は自明ではないのだから。むしろ、女性を中心とし

た場合にそれがどのようであるべきかが間われてい

るのではないだろうか。また、身近な社会に生きた

女性の多様な主体的な活動は、ロールモデルとして

現代女性を力づける可能性もある。そうした音楽女

性としてのエンパワーメントは音楽史上の女性とそ

の活動や作品への眼差しを一層共感あるものにする

だろう。その意味では本書も音楽通史として補完史

(初版)もしくは「初期近代ヨーロッパJ(第2版) の体をなしつつ(音楽テキストの宿命?!)フェミ

である) ニズムを実践しているのではなかろうか。

ともあれ、本書について特筆すべきは、第一に付

録資料の充実、第二に 20世紀に関する叙述の多さ

ずあろう。付録資料として、第2章以下の各章毎に

「年表Jおよび個人別の「参考文献、ディスコグラ

フィ、現代譜 (20世紀については選択された作晶

表)Jが豊富に付され、とくに 18世紀と 19世紀に

ついては、それらが本文とほぼ同じ頁数に達するほ

ど。本書が直接供する情報は限られているが、読者

はこれによってさらなる探求へ導かれるのである。

20世紀の章は序章を除く本文全体の 4割近いス

ペースを占める。これは何より、この時代が作曲界

の多様さ、女性の活躍とその可視性、情報量におい

て、それ以前と比較にならないほど豊かであるから

だろう。ここではオペラ、ジャズ、コンピュータ音

楽、パフォーマンス・アートといった多様なジャン

ル、種々の技法や流派に関わる人々が論じられる。

とりわけアメリカ出身作曲家が自立つ。本書全体で

5 

<文献>

①Bowe四， Jane， and Judith官c瓦ed.Women 

Maki冶'gMusic : The陥 'sft.ヲ'Z'nArt Tradition， 

1150-1950. Chicago: U回versityof lllinois 

Press， 1986. 

② Jezic， Diane. 協 '111enComposers: The Lost 

Tradition Found New York: Fem.i国stPress， 

1988. 2nd ed. 1994 

③ Neuls-Ba胎s，C紅 01， ed. Women血 Music:An

Anthology of品urce五'eadingsfrom the 

Middle Ages to the PresenιNew York: 

Harper & Row， 1982. 2nd ed. 1996 

④ Pendle， Karin ed. Women & Music: A 

品rsto伊 Bl∞m加gton:Indiana U凶versity
Press， 1991. 2nd ed. 2001 



2006年産第3回例会(2006.9.9)発表要旨

音楽史研究会例会を受講して

，..，18世紀ナポリのオペラと女性~
市川 啓子(いちかわけいこ)

発表題目:市民女性のアリア《私は締麗じゃな

いわよ、でもね 10non sono bel la. ma>>の系譜
-18世紀、ナポリの喜劇オペラにおける女性の描

かれ方をめぐってー

発表者:山田高誌(日本学術振興会特別研究員S開，

イタリア国立パーリ音楽院付属音楽研究

所“カーサ・ピッチンニ"客員研究員)

日時: 2'∞6年6月21日(水)18:00-20:00
場所: 楠朋学園芸術短期大学 2101教室

主催: 音楽史研究会

イタリア在住の会員棲田智子さんより、 「ナポリ

在住の友人・音楽学者がこのほど東京でいくつか研

究発表を行い、そのひとつに女性をテーマとしたも

のがあって、興味深いものj との情報をいただき、

受講した。大変熱気のある研究発表で、あったと記憶

しているが、本報告は、受講後2年を経て記すもの

なので、記憶が薄れていることをご了承願いたい。

1. r音楽史研究会jについて
はじめて参加させていただいた「音楽史研究会J

は、意識・関心のある者に常に開かれた研究会で、

すぐに快く受け入れてくださり、熱気の中に導き入

れられた。この研究会は、 1986年10月に発足。従

来の枠にとらわれない、幅広い視野から音楽を捉え

直すことを主な目標として、様々な領域の若手の研

究者・学生が参集し、定期的に研究発表・読書会、

シンポジウムなどを中心に活動しているとのこと。

中心的運営メンバーは、音楽学の今谷和徳・上尾信

也氏。 詳しくは下記ホームページを参照されたい。

htto:/，加wwOO4.uoo.sゅー即t.ne.io/h-nonakall¥直S/in

dex.html 

ll.山田高誌氏と発表内容

発表者・山田高誌氏は、早稲田大学教育学部卒業

後、大阪大学大学院、イタリア国立パーリ音楽院上
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級コースを修了され、現在、イタリア国立パーリ音

楽院付属音楽研究所“カーサ・ヒ。ツチンニ"客員研究

員、日本学術振興会特別研究員SPDとして活躍さ

れている新進気鋭の若手研究者である。研究テーマ

は、イタリア・オペラ史傭j場史)。なかでも、 18

世紀のナポリで上演されていた喜劇オペラ(オベ

ラ・ブ、ツファ)について、多方面からの具体的な史

料調査や楽譜校訂を行っておられる。私の所属する

国立音楽大学附属図書館所蔵の貴重書の中から、チ

マローザの《秘密の結婚》ナポリ版スコア筆写譜

(1793年)を発見・校訂し、真価を広めていただい

たことで、お名前は存じ上げていた。註1

今回の研究発表は、 18世紀、ナポリの喜劇オペラ

の中の女性の描かれ方に焦点をあてたものである。

パソロンと十分な紙の資料を用いた巧みなプレゼン

テーションで、研究・発表両面の力量に圧倒された。

まず、 18世紀におけるオペラ・ブ、ッファのジャン

/レを創り出した、ナポリの“コンメーディア・ベル・

ムジカ Commediaper musica"についての説明:

音楽史上重要とみなされながらも、作品数が膨大で、

1000作品近い台本が残されているため、未だ体系的

な調査は十分に行われていない状況とのこと。発表

者は、これまでに興行に関わる樹子資料より、この

ジャンルの社会的地位が大きく向上し、ほぽ異なっ

たジャンルへと変化を遂げていったことを、賃金、

興行師の身分から明らかにしできた。このたびの発

表では、 1770年から90年代の期間中に作品の内面

にどのような変化がおきていたのか、主に台本を分

析することにより、作品要素の変化を体系的に探ろ

うとするものであった。以下に、発表の要旨を私の

理解した範囲で記させていただし

18齢己ナポリの喜劇オペラ作品の登場人物は、平

均 7-8人であるが、役として、主役、半主役、端

役に分類される。それぞれの役柄に対応するアリア

の“型"があるが、そのひとつに“自慢歌"がある。

男性では、知識、力の自慢:例えば、旅行した国の

多さ、そして、その地で獲得した見聞、女性につい

ての自穫。女性では、知識、身体美、精神美:例え

ば、外国語、マナーについての知識、貞節さについ

て、身体的美しさの自慢。その自慢歌の系譜を現存

する台本を具体的に調べて行くうちに、市民女性の



描かれ方が如実に変化する様が読み取れることがわ

かった。

ナポリの中・下層市民女性を演じる喜劇オペラの

第2ブ、ツファ役の“自慢駅'“10non sono bella， ma" 

《私は締麗じゃないわよ。でもね》の系譜を7つの

具体例で辿ってみる。 1708年ボノレポラ作曲《アグリ

ッピーナAgrippina>>、1742年パレッラ作曲、 A.

バロンパ台本《科学者nChimi∞》等 1770年代ま

での作品中のアリアでは、 「椅麗じゃないJという

美しさへの否定部分に重心があり、意思があっても、

常に弱い存在として描かれている。ところが、 1770

年代以降、 「でもねJの部分が強調され、積極的に

なり、男を選ぶ態度が見られるようになる。例:1773 

年チマローザ作曲、チェルローネ台本《偽りのパリ

娘LaFinta parigiba))ほか¥， 1781年グリヱルミ作

曲、 G.バロンパ台本《どたばた結婚Lenozze泊

∞mme出ゅでは、 「締麗じゃないわJと一旦美し

さを否定するものの、それは上辺だけであり、 「で

も私を馬鹿にするなんて、ろくでなし。」と堂々と

男に対峠する姿勢が見られる。そして、 1780年代以

降、直接美しさを否定するこのアリアは消滅し、そ

れまで弱かった第2ブッファ女もまた、逆に男を選

び、手玉に取り始める。

従来、上・中市民階層の女性を演じていた“第1

ブ、ツファ女"の専売特許であった「男への強い立場j

を第2プッブァ女も取り入れ始めると、第1ブ、ツフ

アvの態度はどうなるだろうか。セリア役に接近する

のである。例:1793年チマロ」ザ作曲、ベノレターテ

イ台本《秘密の結婚nPoeta di campagna))。彼女
らは、もはや男を叱りつけることにその身分の拠り

所を求めようとせず、オペラ・セリアにおける感情

表現豊かなアリアを転用することで、それまでとは

違った“高級さ"、“女の強さ" を模索し始めるの

である。

1708年に登場したナポリの喜劇オペラは、ナポリ

語が基礎となる地元密着型の芸能から 70年代以降

になるとフランスやヴェネツィアの動向が取り入れ

られ、上質な喜劇オペラへと国際的に花開いていっ

た。ほぼ異なったジャンルへと変質変貌を遂げるわ

けであるが、その背景には、 2つの要因が考えられ

る。一つには、 18世紀を通して欧州l中のオペラの最

先端の地であったナポリの喜劇オペラ専用劇場(主
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にヌオーヴォ劇場、フィオレンティーニ劇場の2劇

場)の経営戦略の変化である。発表者は、 1770年か

ら93年にかけての民間劇場専属歌手の賃金水準の

推移をナポリ針子歴史文書館にある膨大な史料を調

査することにより明らかにした。二つ目の要因とし

て、市民女性の意識革命があるのではないかという

ことが上記のアリアの系譜を辿ることによってわか

ってきた。そして、フランス革命に代表される各地

の市民革命の裏には、喜劇オペラのジャンルとして

の革命、さらに女性の意識革命というものもあった

のではないかとの推論を述べて、発表を終了した。

発表後は、活発な質疑応答がなされたが、主な質

問は、①民間劇場の観客層は? 聴衆との交流は?

②当時のナポリの産業は?③掛かれる f男性Jに変

化は見られるか?との疑問であった。①については、

主に上層市民階蔽であったが、1776年には国王自身

がヌオーヴ、オ劇場を訪れ、観劇。以降、宮廷の娯楽

として公式に認められるようになった。②は即答を

避け、今後よく調べてみるとのこと。③は男性の描

かれ方には変化は見られないとの答えであった。

m.受講後の感想と今後に向けて
膨大な史料の中から「女性の描かれ方jに焦点を

当てて、台本を細かく調査・研究されたことに敬意

を表する。また、オペラ史上重要な「オペラ・ブ、ツ

ブアj というジャンノレの解明について、新たな目が

聞かれた気がする。しかし、事例はすべて男性の創

作によるもので、あった。女性研究の立場から、次の

3つの疑問が残る。まず、 18世紀に女性自身が創っ

たオペラはどのようなものであったのだろうか。次

に、 18世紀のイタリアの女性の意識、また生活の実

態はどのようなものであったのだろうか。それがわ

かる資料はないだろうか。最後に、女性視点からの

オペラ・ブ、ッファの分析はないのだろうか。これま

でのスーザン・マクレアリやカトレーヌ・クレマ

ンによるオペラ分析註2は、主にオペラ・セリアに焦

点が当てられている。 i音楽はつねに政治的活動で

あるj向との見解に立てば、 18世紀ナポリのオペ

ラ・ブッファという分野は、大変興味深い研究の宝

庫とも考えられる。今後、女性である私たちの手で

じっくりと解明していくべきものかもしれない。



現時点では、解明の手掛かりとなりそうな文献を

いくつか列挙させていただくこととするα

く参考文献>

17"""18世紀の女性とオベラをめぐって(イタリア

宣車企，;:)

1) Women writing叩era:creati羽生':yand 

co]J.troversy in the age of出'eF'J四nchRevolutio12， 

by Jacqueline Letzter and Robert Adelson. 

(U国versityof California Press， c2001) 

も話回'cand women ofthe Comme必iadell'Arte 

血 the1a.艶鍾盛田n出但臨時;by Anne MacNeil. 

(0油 rdU国versityPress， c2003) 

3) Eighl胎enth明 'l1tuzywomen and the釘結Ied. 

by Frederick M. Keener and Susan F. Lorsch. 

(Contributiort.s in Wωnen's Studies， Number 98) 

(Greenw∞dP四ss，c1988) 
めWomenmusicians ofVemce: musicaJ 

foun，也tio同 1525司1855，byJaneしBaldau全

Berdes. (Oxford monographs on music) 

(Clarendon Press， 1993，1996) 

5) Donne in musica， by Patricia Adkins Chiti. 

(B叫zoniEditore， 1982) 

もM訂訟Rω'llGα，:cia:maestro ∞'ll1p倒初lJ'a
romana， by Candida Felici. (Fond招 ioneAdkins
Chiti donne in musica， 2004) 

刀 「バロック時代(1600・175ωのイタリア人女性

作曲家J小池智子著 IN[f女性と音楽研究フォーラ
ム会報』第5号 (2005)

8) [fプリマ・ドンナの歴史 I翠明期のディー

ヴ、アたちJ[f司直 ベル・カントの黄昏』水谷彰良

著 (東京書籍 1998) 

9) r闘うプリマ・ドンナたちJ水谷彰良著 IN
『ロッシニアーナjj21号(2001)，i女性オペラ歌手

r の出自に関する覚書J水谷彰良著 IN [fロッシニ

アーナJ22号(2ω12)，

ナポリの文化的背景、オペラ、音楽について

10) Wニューグロ}ヴ世界音楽大事典』第四巻

「ナポリ」項目 (講談社 1996)

11) Wブリタニカ国際大百科事典』第 13巻 「ナ

ポリ」項目 伺BSブリタニカ 1998)

12) [f嫡熟した貴族社会とオペラ』ジョージ・ J.
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ピユーロー編関根敏子監訳 (西洋の音楽と社会

4) (音楽之友社 199ω 

13) [fオペラ史上J1D・J.グラウト著服部幸

三訳 (音楽之友社昭和田)

14) [fイタリア・オペラ史』水谷彰良著 (音楽之

友社 2006)

15) i18世紀ナポリの喜劇的オペラの呼称につい

てj山田高誌著IN[fロッシニアーナJ]21号{2001)、

「ナポリ楽派の定義をめぐってJ山田高誌著IN[fロ

ッシニアーナJI22号(2002)

16) Naples and Neapolitan opera， by 

Michael F. Rob也却n.(O油 rdmonographs on 

music) (Clarendon Press， 1972) 

t 7) The comic intermezzo : a study in品e

history of eighteenthで-entmァItalianopera， by 

Charles E. Troy. (Studies in musi∞logy， 9) (UMI 
Research Press， c1979) 

1紛LaMusica a Napoli durante il晶icento:atti 

del convegno internazionale di studi: Napoli， 

11・14aproe 1985， by Domenico 

Antonio 'A1essandro and Agostino Ziino. (E必zio世

torre d'Orfeo， 1987) 

19) -̂匂rpolie il teatro m回路uein Europa tra 

8ettθe Ottocento: studi in ono1'4θdiFru油ich

Lippmann， by Bianca Maria Antolini and 

Wolfgang Witzenmann. (L.S.Olsch主i，1993) 

20) Musica e cu]tura a Napoli dal XV aJ XlX 

secolo， by Lorenzo Bianconi and Renato Bossa. 

(L.S.Olschki， 1983) 

21) MusicaJ references in the Gazzetta di 

Napoli， 1681・1725，by Thomas Gri盟n.(Fal1en 

Leaf Press， c1993)1 

註1)rチマローザ作曲《秘密の結婚)) (1792)の秘密」山
田高詰著 IN Wロッシニア}ナ.!f28号(2005)，p.l~33 
に経緯が詳細に記されている。楽譜の写真と解題は『国立

音楽大学附属図書館所蔵貴重書解題目録](国立音楽大学

80周年記念出版却06)
註2)Wフェミニン・エンデ、イング』スーザン・マクレア
リ著女性と音楽研究フォーラム訳(新水社 1997)及
びL'operaou 1a defaite des femmes， by Catherine 
Clement.侶.Grasset，c1979) 
註3)Wフェミニン・エンディング』スーザン・マクレア
リ著女性と音楽研究フォーラム訳(新水社 1997)で
述べられている見鉱



2006年度第4固例会 (2006.11.4)発表要旨

『赦し』一一女に課された役割

~ジェンダー視点で毘るオペラ~

梅野 りんこ〔うめのりんこ)

はじめに

なぜ、オペラには殺人、自殺、犠牲、レイプ、ス

トーキング、ハラスメントなど、女性への暴力の物

語が多いのだろうか。その疑問がこの研究の第一歩

となった。オペラは 16世紀末フィレンツェで誕生

し、絵画、建築、舞踊、文学同様、古典ギリシャの

復興を目指し、 17世紀にはフランス、ドイツ、イギ

リスなどの宮廷に、 18世紀以後は市民階級にも波及

した。作曲も台本もほぼ男性の手になるオペラが、

男性の視点から女性を描いてきたことは間違いない。

常に王や貴族、裕福なブノレジョワジーなどに守られ

てきたオペラが支配層の代弁者となり、舞台を通じ

て『女の役割~ w男の役割』というジェンダー規範を

社会に再生産してきたのではないか左考えてきた。

本稿では特に『女の役割』の中でも『赦し』に焦点

を絞り、2006年パリで上演された作品のうちグルッ

ク作曲『トウリドのイフィジェニー』、ベルリオーズ

作曲『ファウストの劫罰』、カイヤ・サアリアホ作曲

『アドリア}ナ・マーテ/レ』の三作品を取り上げ、

作品批評という研究方法で、分析を行ったo 分析の前

に音楽学がジェンダー研究とどのような関係を持っ

てきたのか、いくつかの先行研究を紹介したい。

1. 先行研究レヴュー

1960年代後半の第二波フヱミニズムは、人文科学

系の学問に大きな影響を与えたが、映画や文学に比

べ音楽学では遅かった。その理由について、エドワ

ード・サイードは、音楽は専門性が高すぎるために

社会から自律して存在するとされてきたが、今の時

代に社会から隔絶した学問はありえないと言うらま

たドイツの音楽学者エヴァ・リーガーは、音楽を性

差別思想、の担い手であるとし、音楽学の持つ父権的

な性格について、『クラシック』音楽がいつも支配階

級の側にあったことを指摘し、階級差別や性差別に

よって女性を音楽学から排除してきたと喝破してい

るえアメリカの音楽学者スーザン・マクレアリは、

リーガーと同様、音楽学が他と隔絶してつい最近ま
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で社会と無関係であるという態度を取り続けてきた

ことに言及し、「感動を操り、社会を形成し、アイデ

ンティティ育成に中心的役割を果たす音楽は常に政

治的活動であり、その影響への批評抑制もまた政治

的行為で、ある町としている。フランスの作家であ

るカトリーヌ・クレマンは、支配の側に立つオペラ

を見世物と暴き、女性は舞台上で永遠の敗北を終わ

ることなく歌うとしているか。

ll.グルック作曲 fトウリドのイフィジヱ二一』
Iphigenie en Ta，uride 1779年初演

トロイ戦争前、ギリシャの総大将アガメムノンは

船出に際し自分の娘イフィジェニーを犠牲に捧げた。

その仇を取るため母クリュタイムネストラは凱旋し

た夫を愛人と共に暗殺、さらにその父の仇を討つた

め、エレクトラとオレステスの姉弟は母を殺す。実

はイフィジェニーは女神によって密かに助けられ、

今は亙女となってトウリドで暮らす。そこに母を殺

したオレステスがそれと知らずに流れ着き、最後は

姉イフィジェニーによってその罪を許され、二人し

て故郷に帰るという話である。古代ギリシャはすで

に父権制が確立しており、アリストテレスは女性原

理の究極の否定として、女性は生命の誕生に影響力

を持たず一時的な胎児の鮮卵器にすぎない、真の親

は父親であると言う。カトリーヌ・クレマンは父の

仇を討つため母を殺す娘エレクトラについて言及し、

「死んだ母は神話的な母権制の最後の体現者であり、

以後女性性の敗北が始まったo娘は女の大義を裏切

って父の権力を守った。彼女の母殺しは私たち女の

敗北の夜明けであったVJと断じている。姉弟による

母殺しの物語は、夫殺しと母殺し、どちらの罪を重

いとするかの古代ギリシャ社会の葛藤と見ることが

できる。つまり古代における母権制から父権制への

大きなパラダイム転換が含意されている。しかしい

まだ母権制の記憶の残る古代ギリシャで、母殺しの

罪が真に赦されるためには、『姉妹の赦し』が必要で

あった。日本で言えば、柳田国男の言う『妹の力』討

であろう。つまり女性の持つ超自然的な力、亙女的

な力である。文字通り亙女であり、姉であるイフィ

ジェニーによって、母殺しの大罪を犯した弟が赦さ

れる物語はy 母のカの衰退と女性の地位の没落を如

実に措いたものである。



m.ペルリオーズ作曲『ファウストの劫罰』
La damnation de Faust 1846年初演

ゲーテの『ブアウスト』に触発されてベノレリオー

ズ、が作った劇的物語。自殺しようとする老学者ファ

ウストの前に悪魔メフィストフェレが現われ、若者

に変身したファウストは少女マノレグリートと愛し合

うが、彼女は逢引のため母親に薬を飲ませ死なせて

しまう。ファウストは彼女を助けようと悪魔に魂を

売るが、マルグリートは処刑されて天国に召され、

ファウストは地獄に落ちる。マルグリートは素朴な

魂 (amenaive) と原初的な美しさ (beaute

primative)によって、天国に迎えられることにな

るのだが、『ナイーヴ.~ (素朴な、ばか正直な、お人

よしの、世間知らずの、無邪気な)と『プリミティ

ヴ~ (原始の、初期の、未開の、基本の)は19世紀

の社会が清らかな女性、つまり西洋の二項対立で、

聖女と娼婦に分類する女性のうち前者に求める性質

である。この性質は男性原理とされる成熟や、智恵

や、老練などとはほど遠い。どちらにも手っかずと

いった意味があり、西洋的二項対立が「女と自然J

を、「男と文明jに対抗するものとして立てた意図に

適う。マルグ、リートは自らの運命が狂う原因となっ

た男にも自らの酷い運命にも怒りを見せず死んで、い

く。『喜怒哀楽』の中で『怒り』が女性にふさわしく

ないとされてきたのは、『怒り』が自立した人聞に必

要な自尊感情に深く関わっており、女性にはそれが

許されなかったからである。彼女は常に運命と男に

従順で何をされても寛大に赦す。その結果神に愛さ

れ罪を許されて天国に行ける。カノレメンやサロメの

運命と比べれば、この物語の言わんとすることは明

らかである。従順で逆らわなければ永遠の命を与え

られ、『怒り』に身をゆだねれば代償は死であると、

舞台からは強力なメッセージが発せられる。 19世紀

は女性の地位がますます低くなり、同時に市民生活

においては禁欲的な性倫理観が蔓延し、性に関する

規制は頂点に達していた。帝国主義と植民地主義が

荒れ狂った 19世紀、自然を女の寓意としたヨーロ

ッパは収奪に明け暮れ、オペラもまたその影響を深

く受け、社会の支配的な階層からのメッセージを華

麗な恋愛劇にくるみ、人々に感動とカタルシスを与

えつつジェンダーの政治を繰り広げた。
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W.サアリアホ作曲『アドリアーナ・マーテル』
Adriana Mater 2006年4月3日初演

フィンランドの女性作曲家とレバノン人マアル

ーフの台本による作品。時は現代、若い女アドリア

ーナと村の若い男ツァルゴは知り合いだった。戦争

が始まるとツァルゴは兵士になりアドリアーナをレ

イプした後戦争に行ってしまう。彼女は息子ヨナス

を生むが息子には父は戦争の英雄として死んだと言

い聞かせている。彼が 17歳になったある日ツァル

ゴが戦争からもどり、村人からそれを聞いたヨナス

は母を問い詰めて自分の出生の秘密を知る。彼は父

を殺そうとするが果たせず、母に許しを請う。ツァ

ルゴ、への憎しみを抱いて生きてきたアドリアーナだ

が、 f私たちは復讐をやりすごした、だから私たちは

救われたJと息子に言い、母子二人は憎しみから解

放され安らぎを得る。これは暴力の連鎖を断ち切る

物語である。マアループは同じ共同体に属する被害

者、加害者を描くが、暴力は他者との聞に始まる前

に、まず自らの共同体の中で始まるのであり、突き

詰めればカインとアベルのように、家族の中で始ま

るのである。アドリアーナは生まれた息子を見るた

び、自分の血と殺人者の血を継ぐヨナスがはたして

カインなのかアベルなのかを問い続けて来た。最後

にヨナスが復讐に失敗したとき、彼女は希望を見出

す。 f私は復讐を願って生きてきたが今はもう復讐

したくない。jとつぶやき、強姦者の血を引く息子と

ともについに暴力の連鎖を断ち切ることに成功する。

これは女性によって書かれた現代のオペラであるが、

男の犯した罪を女が赦すという古典的なジェンダー

役割を逸脱してはいない。しかしこのオペラにどこ

か希望が灰見えるのは、息子ヨナスの存在が大きい。

性と世代を超えて傷を負った母と子が、苦悩しなが

らも復讐を乗り越えて『赦し』に至る、その過程に

は暴力の連鎖を断ち切るひとつのモデルが見える。

女が男を赦すパターンには違いないが、アドリア}

ナの側にはヨナスがいる。そのヨナスは父の暴力と

母の憎しみを血肉化した人間として生まれ、またそ

の二人の血を継ぐものでもある。よじれたアイデン

ティティを持つヨナスが痛みの源泉としての自分に

苦しみつつ、暴力の犠牲者であるアドリアーナと痛

みを分かち合い、復讐をあきらめる。ヨナスのやさ

しさ、軟弱さ、優柔不断さ、勇気のなさ、従来の男



らしさを持たないヨナスに、男の未来のそデルを見

ることができる。

結論司暴力の連鎖を断ち切るため、音楽にできるこ

とは何か

音楽は時に暴力や戦争を鼓舞してきた。国歌や軍

歌による心の高揚にそれを見ることができる。ヒト

ラーがドイツ民族の誇りをかきたてるためにワグナ

ーを使ったのはそれほど昔ではない。しかし人々の

心を音楽で戦いへと導くことが可能だとすれば、そ

の反対のことも可能なのではないか。

エドワード・サイードとダニエル・パレンボイム

は、 1999年ゲーテ生誕 250年記念の年に、ドイツ

のワイマーノレでアラブ、人とイスラエル人とドイツ人

の音楽家たちを集めてオーケストラを作った。はじ

めは民族ごとに固まっていた若者たちが、練習の

日々をすごすうち、少しずつ音楽について、文化に

ついて、政治について、最後はあらゆる種類の話題

について話しあい始めた叱「他者Jへの無知が問題

であり、共通の体験を分け合うことが出会いの大切

さであり、特に説明的な観念を必要としない音楽の

ような文化で接触を育んでいけば、人々がたがいに

親近感を深めることの助けになるだろうとパレンボ

イムは言う。彼らの試みは、音楽に何ができるかと

いう聞いに対する、ひとつの有効な答えになるだろ

う。音楽を人生の伴侶として生きてきた筆者にも勇

気を与えてくれた彼らに心をつなぎっつ本稿を終わ

るが、今回『赦し』に焦点を絞ったことに続き、次

は『怒り』を爆発させながら滅ぽされなかった不死

のメディアについて研究を深める予定である。
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レクチャ-.コンサート【2007.3.24女性と仕事の未来館】

昭和を生きた二人の女性作曲家

~金井喜久子園吉田隆子~
辻浩美(つじひろみ〕

今回のレクチャー・コンサートでは、大正から昭

和にかけての激動の時代を生きた女性作曲家、金井

喜久子と吉田隆子にスポットを当て、レクチャーと

演奏を通して、二人の音楽を十分に味わって頂きた

いと思います。昨年 2006年は、金井喜久子の生誕

100年・没後 20年、吉田隆子の没後 50年に当たる

記念の年でした。沖縄出身で沖縄音楽の世界的伝播

に努めた金井喜久子。そして短い生涯を通じて、反

戦と女性の自立を説き続けた吉田隆子。二人の目指

した音楽は、全く性格は異なりますが、遣された作

品は、彼女達の生き方が轟縮された内容の濃いもの

となっています。

iJf金要事;先;幸子
1879 (明治 12)年、琉球国は沖縄県となり日本

最南端の県となりました。沖縄は、 15世紀以降首里

を中心に栄えた宮廷音楽と、長い歴史の中で中国や

日本本士、さらにタイやインドネシアといった南方

の国々との交流を通して育まれた民俗音楽を併せ持

つ、独自の音楽文化を築き上げました。こうした音

環境の中に育った喜久子は、やがて西洋音楽に傾倒

していきますが、沖縄音楽の美しさに改めて気づく

と、一貫して沖縄民謡の旋律と素材を基調に置いた、

幅広いジャンルの創作を手掛けるようになります。

喜久子は 1906(明治39)年、父.J 11平朝恵・母・

オミトの4人兄弟の三女として沖縄県宮古島に生ま

れました。すぐ上の姉は「沖縄の歌姫Jと呼ばれ人

気の高かった沖縄民謡の歌手・多嘉良カナです。喜

久子は小学生の時に琴と琵琶を習いましたが、沖縄

県立第一高等女学校の時に初めて西洋音楽に触れた

ことが、彼女の人生を決定付けることになります。

1927 (昭和2)年女学校を卒業後、周囲が反対する

中、中野音楽学校(現・日本音楽学校)本科声楽科
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に入学し、 1930(昭和 5)年同校を卒業しました。

東京で音楽の勉強を続けるために、活動写真館の歌

手や大学のオーケストラ部の演奏会に出演し、そこ

でトロンボーンを吹いていた金井億四郎と、 1932

(昭和 7)年に結婚します。一年間小学校教員をし

た後、喜久子は故郷沖縄音楽の普及に使命感を抱き、

夫の理解と協力を得て、 1933(昭和8)年東京音楽

学校専科作曲科に入学し、下総院一、呉泰次郎に師

事しました。 1936(昭和 11)年同校卒業後研究科

に進み、 1939(昭和 14)年「呉泰次郎門下生第三

国交響作品発表会jでは、歌曲《月夜))(島崎藤村詩)、

《銀杏))(北原白秋詩)を発表します。卒業後は呉

に和声学を、尾高尚忠に管弦楽法を、平尾貴四男に

対位法を、ケルロイターに 12音技法をそれぞれ学

びました。

喜久子の特徴は、従来の長調・短調ではなく、琉

球音階を用いて作曲していることです。では、実際

に音を聞き比べてみましょう。(.T) 

その後、喜久子は戦中、戦後の動乱の中にもかか

わらず、実に精力的に創作活動を展開していきます。

1944 (昭和 19)年日比谷公会堂にて、「第 1回交響

作品発表会j を皮切に、昭和 21年に第 2回、その

翌年に第3回交響作品発表会を開催しました。昭和

19年の第一回交響作品発表会の時は、指揮者に予定

していた尾高尚忠が突然召集されたため、急逮喜久

子がタクトを振ったということです。

1950 (昭和 25)年には作曲グループ「白濡会j

を組織し、第1回作品発表会に《琉球狂詩曲第二》

を、第2回(昭和 26春)に《ピアノ五重奏曲》を、

第 3回(昭和 26秋)に《琉球奇想組曲》を発表し

ます。また、琉球秘話《今帰仁城物語))(昭和 26)

を始め、オペラ《沖縄物語》、歌舞伎劇《唐船物語》、

この他にもミュージカル、創作バレー、児童劇に至

るまで、舞台音楽にも意欲的に取り組みました。そ

の意味でも「作曲は男の仕事、女性はせいぜい声楽

曲の作曲」という従来の考えを覆した作曲家、と言

うことができます。

いっぽう、喜久子の国際的な活動も注目されます。

1954 (昭和 29)年ブラジル・サンパウロでの「国



際民族音楽会議Jに日本代表として出席し、サンパ

ウロ、ロサンゼノレス、ハワイにおいて作品発表会を

次々と開催しました。また、沖縄を舞台どしたアメ

リカーMGM映画『八月十五夜の茶屋Jl(昭和 31年)
の音楽を担当したことで、映画音楽における日本人

作曲家の先駆者となりました。

さらに執筆活動でも大きな功績を残しています。

1955 (昭和 30)年出版された『琉球の民謡Jl(音楽

之友社)は、沖縄民謡を採譜して、音楽の本質を壊

すことなく、土の匂いのまま保存しようと試みた初

めての研究書で、毎日出版文化賞を受賞しました。

やがて彼女の名は、童謡《じんじん(蛍)))や沖

縄復帰記念式典、沖縄国際海洋博覧会といった沖縄

と関連した式典には欠かせない作曲者として不動の

地位を築いていきます。こうした輝かしい成功は、

妻の創作活動に理解を示し、スポンサーとして支援

してきた夫の存在抜きにして考えられません。経済

的理由から自分の創作を犠牲にせざるをえなかった

多くの同輩がいる中で、喜久子は実に恵まれた環境

にあった女性といえます。

昨年、生誕100年を迎え、喜久子の記念行事が次々

と企画され、作品の再評価が続いています。2005(平

成 17)年6月には、 CD((金井喜久子ピアノ曲全集》

がキングレコードよりリリースされ、 9月には名古

屋で海部交響楽団による「金井喜久子生誕 100年記

念演奏会J、11月には沖縄県宮古島市主催による沖

縄交響楽団のコンサートが開催されました。また

2006年4月には自伝『ニライの歌Jl(琉球新報社)

が出版されています。

王宮固醸藩21
吉田隆子は 46年というその短い生涯を通して、

反戦と女性解放を主張し続けた作曲家です。大正デ

モクラシー、 2度の世界大戦と大きく変動する時代

の流れの中、彼女自身も何不自自のないお嬢さんか

ら、モダンガ}ノレヘ、そして女性作曲家としての使

命感に燃えた芸術家へと変容を遂げました。

吉田隆子は 1910(明治 43)年、東京の上目黒に

おいて、父平太郎・母安子の次女として生まれまし
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た。彼女には二人の兄、姉、妹がいましたが、母安

子は長男のいる平太郎の後妻に入った気兼ねからか、

自分の子供を次々と養子に出したというこどです。

2番目の兄の飯島正(映画評論家)は彼の自伝の中

で、「父に対する冷静な態度、周囲に対する気配りな

ど、いろんな点を大局から見ると、母の人生観には

一種の遠慮と裏腹な強さが底流としてあるj と語っ

ています。女性の自立を説き大正の新しさを持った

母は、幼少時より吉田に琴を習わせ、彼女が十二歳

の時にピアノを買い与えました。隆子が大喜びした

のも束の間、その直後母は急死してしまいます。ピ

アノとの出会いと最愛の母との決別ーこの二つの

出来事が、その後の隆子の生き方をはっきりと方向

づけたといえます。

1927 (昭和2)年日本女子大学付属高等女学校を

卒業後、自分の進む道を探すために、図書館や芸術

家の卵達が集う文化サロンに出入りし、積極的に交

友関係を広げていきました。そして、同時期に師事

した在日フランス人教師によって創作意欲を駆り立

てられ、作曲家としての自我に目覚め始めます。や

がて橋本国彦門下になった吉田は、ピアノ曲《カメ

ーネ》、歌曲《ポンチポンチの皿廻し》を発表し、作

曲家としてデビューしました。その後E.サティに

傾倒し、フランス近代音楽を日本に初めて紹介した

菅原明朗の下で研鐘を積みます。時代は大正デモク

ラシーを過ぎて、ファシズム、ナチズムの風潮が強

くなり、その社会的産物としてプロレタリア音楽同

盟 (PM)が誕生しました。このプロレタリア音楽

運動に共鳴した隆子は、 1932(昭和 7)年PMの第

四回音楽会のために一回アキ(本名・中野鈴子、中

野重治の妹)の詩《鍬》に作曲したのを機会に、師

の元を離れ、家とも絶縁して音楽運動に加わりまし

た。結局 PMは 1934(昭和9)年事実上解散しま

すが、吉田は翌年「楽団創生j を創立し、進歩的な

音楽の創造と演奏を目指して、自分達の作品や外国

の民族音楽を紹介する民衆のための音楽運動を起こ

しました。同年、近代日本作曲家連盟に加入し、 2

台のピアノのための《バラード》を発表します。翌

1935 (昭和 10)年には、深井史郎等とともに「音



楽新人クラブj を結成し、『音楽世界』誌を中心に、

評論活動を展開、楽壇に対する批判も含めて、時代

的制約をものともしない鋭い評論を積極的に投稿し

ています。彼女の『音楽の探求』にはこうした論文

を始め、自分の音楽観や女性作曲家の紹介、日本の

女性演奏家と多岐にわたる内容が収録されています。

軍国的な内容や愛国的な内容を歌った作品が沢山作

られた時代の中で、はっきりと反戦を唱えた隆子は

例外的な存在と言えます。

1940 (昭和 15)年、戦時体制が進むと、隆子は

思想、犯として4度目の逮捕、半年間の獄中生活を送

りました。この時、大病を患い、急遅出所を許され

ましたが、終戦を迎えるまで絶対安静の状態でした。

この間、隆子は何不自由ない「お嬢様」から「モ

ダンガールj へと変容を遂げた時期でもあります。

吉武輝子著の「炎の画家三岸節子J(文芸春秋)に

よれば、 1932(昭和7)年、隆子は画家・三岸好太

郎と激しい恋に落ちました。これまでも女性遍歴を

幾度となく繰り返してきた好太郎でしたが、世間の

しきたりを無視した隆子の勝ち気さと奔放さ、そし

て比類ない芸術的才能に、家庭を捨てるほどのめり

込んでいきました。好太郎の妻、節子が何とか夫を

取り戻そうと、三岸家の修羅場の様相、極限的な貧

乏生活や病床の肉親と空腹に端ぐ三人の幼児を隆子

に見せても、彼女は無表情のままで、あったといいま

す。結局、好太郎は責任を感じ、隆子をひとり残し

て、家族の元へ帰っていきました。このことで隆子

は自分の殻を打ち破り、歌曲《鍬》を作曲し、 PM

への道に進んでいきます。翌年、隆子は人形劇団プ

ークの演出家、高山貞章と結婚しますが、そこで初

めて賞しさを味わい、生活費を得るため体を酷使、

そして離婚を迎えます。やがて 20年間共同生活を

送ることになる、劇作家久保栄と知り合うのもこの

時期です。 2人は常識にとらわれない新しい男女関

係を構築しようと、良きパートナー、仕事仲間とし

て生活を共にし、生涯、法的な婚姻関係、を結びませ

んでした。久保との共同作品として4曲の劇音楽が

ありますが、中でも《火山灰地>>(1938)は二人の

関係が友人から恋人へ、そして共同生活者へと推移
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する時期に書かれた「隆子の愛と生涯を象徴した記

念作品J(音楽評論家、小宮多美江)です。ここで使

われた旋律やりズムは、隆子の代表作であるヴァイ

オリン・ソナタ二調 (1952)として再び生まれ変わ

り、現在でも高い評価を得ています。

戦後奇跡的に回復した隆子は、 1948(昭和 23)

年組曲《道》を、翌年に与謝野晶子の詩《君死にた

もうことなかれ》を作曲しました。「戦後間もなく民

衆の伝統に根ざした歌曲を作りたいと思い、女の悲

哀を通して鋭く戦争に抗議した晶子の詩を生かした

いj 一隆子自身こう書き残しています。さらにこ

の作品をオペラ化しようと、若き日の晶子をテーマ

にした三幕七場の台本を久保の協力を得て書き上げ

作曲にとりかかりましたが、未完のまま 1956(昭和

36)年46歳の若さで病没しました。

ところで、久保栄と隆子の共同生活を最後まで支

え、作品を生み出す大きな手助けとなったのは、久

保マサという女性の存在があったからです。マサは

《火山灰地》を観て大変感銘を受け、久保栄のもと

で演劇を勉強する目的で上京しました。瀕死の状態

で、あった隆子が、戦後奇跡的に回復した蔭には、彼

女の献身的な看病があったからです。現在も自由ケ

E:'こ残っているわずか3部屋の小さな家の中で、 1

枚の襖を隔てて、互いに自分の作品の完成に向けて、

ひたすら筆を走らす毎日であったということです。

そこでは、お嬢さん育ちであった隆子が、着物を 1

枚も新調せず、小さなー鉢の花を買って帰ってきた

マサを「費沢だj と叱りつけるほど、生きていくだ

けのぎりぎりの生活が展開されていました。マサは

この2人の真撃な姿や完成された作品から実に多く

のことを学んだ、と述懐しています。

*当日の演奏曲目および演奏者については、次頁の

プログラムを参照してください。(編集者)



-プログラム Program+

《第1部》 金井喜久子 KANA1 K i k u k 0 (1906-1986) 

レクチャー . . .・ H ・H ・H ・-圃…...・ H ・... . .・ H ・..…… 辻浩美TSUJIHiro凶

金井喜久子生涯と作品 K釧 AIKikuko ; Her Life and Works 

演奏 ....・H・... ... .. . .. . .. ... . .………・ ソプラノ 福成紀美子R疋閃ARI阻血ko

《第2部》

ピアノ 三好優美子阻YOSHIYi阻止o

歌曲 800gs f沖縄の制 80暇 ofOkinawaより

ハイビスカス回bおcus(1957) JII平朝申詩

東西東西ThzaiThzai (作曲年不明)岸和一郎詩

さても常夏 8atem←'Ibkonatsu但verlastingSum皿er) (作曲年不明)金井喜久子詩

ふるさと MyHome加，wn(1947)株買南哲詩

ピアノ曲 PianoMusic 

アダージョとアレグロ A白gioandAllegro'合(1蜘)

琉球力チャーシ-Ryt均uKacharshi* (1955) 

休 憩一一一

吉田隆子 YOSH1 DA  T a k a k 0 (1910-1956) 

レクチャー ………・... . .. . .……………. . .・ H ・- 辻浩美T8UJII五romi

吉田隆子生涯と作品 Y08HIDATakako; Her I.Ji会andWorks

演奏 ...・ H・...・ R・H・111•• • ..圃... .. . .. . .. .… ソプラノ 福成紀美子R広開成lKi血ko

ピアノ曲目.anoMusic

カノーネ Canone*(1931) 

バラード Ballad♂(1937)

歌曲 800gs 

ピアノ 三好優美子班YOS盟 Y阻止o

ポンチポンチの皿廻しComp凶ntofJo噸.e町(1931) 中村正常詩

組曲『剖 S醐明eWay'*より 1.樹Tree(1946) 中村敏江詩

4. 手Hand(1936)小倉雪江詩

お百度詣 8upplication Hundredfold* (1953) 大塚楠緒子詩

*印l丈 f惜者による英愚それ以外は封生と音楽研究フォーラム訳
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二人の女性作曲家(金井喜久子・吉田隆子)の軌跡と昭和の時代

一
河
口
守

日本の洋楽界とニ人の女性作曲家 社 会

I卯3年、日本人による初のオペラ公演ーグ〉レック《オルフォイス》、出演は、柴田

明 I (三浦)環ほれ
1906年、金井喜久子科縄県宮古島に生まれる

治 f1910年、吉岡隆子東京に生まれる

トーー一

大 I1915年、幸田延(伏キi車祝曲))(担声田部合唱付きの交響曲)を作曲、山田耕搾と
ともに日本音楽会から天皇に献上

正 I1920年、山田耕棒、近衛秀麿等の f日本作曲家協会」発足

1926 (大正15・昭和元)年、新交響楽団設立

1927 (昭和2)年、金井、上京し、中野音楽学校本橋声楽科に入学

1928 (Il百和3)年、橋本国彦、歌曲《徳治H(斑猫〉作曲、発五感銘を受けた吉田、
彼の門下生となる

1931年、吉田、ピアノ曲《カノーネ》と歌曲《ポンチポンチの皿廻し))(中村正常
詩)を発表して、作曲家としてデビュー

1932 年、吉田、(~言語(中野鈴子詩)を作曲、第4回プロレタリア大音楽会で発表、
これを機にPM(日本プロレタリア音楽家同盟)に加盟=寸1934年、 PM解散
1933年、金井、東京音楽学椀欝ヰ作歯科に入生吉田、《小本惨害二追悼の掛H佐
野撮夫詩)作曲

1935年、吉田、「楽匠胤白創立。 f近代作曲家連盟jが「日本現代作曲家連盟l

と改称"r国際現代音楽協会日本支部Jの資格を得る。吉田、加入し、《バラー
ド))(2台のピアノのための)発表
1936年、吉問、深井史郎等とともに「音楽新人クラブj結成

1938 年、吉田、劇音楽((:)(山灰掛~ (久保栄作)作曲。金井、(傍1交響曲》作曲
1939 年、金井、「呉泰次郎門下生第 3 回交響f乍制緩会J で、歌曲(伺掛~ (島
崎藤村詩)と (@l搭})(北原白秋詩)を発表
1940年、吉田、思器犯として、 4度目の逮捕を受け、半年間の獄中生昆半年後、

病のため出所、その後、 6年間の病床生活を送る

1941年、戦争に協力する目的で、「日本音楽文化協会」創立

1倒4年、金井「沖縄民謡による突響i作協緩会悌1回交智筒口演奏会)J開催。
指揮者、尾高尚忠の急な応召により、急逮、金井自身がタクトを振る

1945年、東京新聞紙上で、楽壇戦犯論争起こる[=宇1994年『山田耕搾さん、あな
たたちに戦争責任はないのですづ叫森脇佐喜子著傑の木舎)J
1946年、金井、第2回交響下F晶表会佃蹄正指掠日本交響楽団(現NHK交
響楽団)~傍 2 交響曲》発表
1947年、金井、第3回交鞘持口発表会自賠証指揮主日本交響楽団(現NHK交
響楽団)

1948年、吉田、《組曲「道J))を発表。また、『音楽の探求』真美社より出版
1倒9年、吉田、信死にたもうことなカれ))(与誘時晶子詩)作曲

1950年、金井、作曲グループ「白議会j結成、第 1匝のコンサートで《ピアノ八
重奏曲「新球狂詩曲第二.J))発表

1951年、金井、舞台音楽、琉球秘話《今帰仁誠物語》、宝塚9月奥行として帝劇で
上演

和 11952年、吉田、《ヴァイオリン・ソナタニ耕作曲

1953年、吉岡、《お百度詣》り謁権鯖子詩)作曲

ト一一一

昭

1954年、金井、ブラジルのサンパウロにおける「第7回国際民族音楽会議lに日本
を代表して出席

1蜘年、金井、開献の民謡』音楽之封土より出版、毎日出版文化賞受賞

19槌(昭和31)年、吉国隆子没(46劇。金井、アメリカMGM映画《八月十五夜
の茶屋号)の音楽を担当

1962年、金井、《対輔の掛)作曲
1972年、金井、吹奏楽曲《評欄復帰祝典序曲「飛期J))作曲

1982年、金井、歌曲《ひめゆりの塔))(仲宗根政善詩)、 4纏文仁のlI:fこ》り誠亮詩)
作曲

19部(昭和61)年、金井喜久子没(79掛

1904 日露戦争(""'-'05)与謝野晶子《君

死にたもうことなかれ》発表

1伺5 大塚楠緒子fお百度詣'J(W太陽』
1911 雑誌『育轄』創刊

1912 明治天皇洗清朝崩壊、中華

民国臨時政府樹立

1四914 第l次世界大戦勃発
1四91日5 大正天皇、良p阿
1四91沼8 第1次世界大戦終結

1920 平塚らいてう、市川房枝等の「新

婦人協会J発足
1926 大正天皇没

1928 長谷川時雨『女人芸術』倉肝リ

1回1満州、陣要

1932 上海事変。満州国建国宣言

1933 ドイツでナチスが耳封割覇尋

1936 三・二六事件

1938 日本軍、慰宏所を設置。植民地・
占領地の多数の女也強制逝子される

1939 第二次世界大戦勃発

1941 真珠湾攻龍太平洋戦争勃発

1945 狩縄で、ひめゆり部隊集団戦死、
自決。広島、長時に原子爆弾投下。

日本降伏、戦争終結

1946 日本国憲法制定、戦後初の総選

挙で女性参政権行使

1949 ボーヴォワール『第二の性』

1950 朝鮮戦争

1951 対日講和条約・同僚全保障条
約調印

1953 ボーヴォワール『第二の性』邦
訳開始 ("'-'55)

1955 第1次駄禁世界大会開催

1957 日本、国連安全保障理事会非常
任理事国に当選

1部O 安保闘争盛り上がる
1部4 東京オリンヒ。ック開催

1974 桝亀日本に返還される

1975 ベトナム戦争終結

1989 昭和天皇没
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参考資料 Books. Music. CD 

-重警喜重穣・
画 (出版年順)

『硫球の民謡』金井喜久子著(音楽之友社 1954) 
『ミュージカル 世界の旅』金井喜久子著(音楽之友社

1964) 
『愛のトゥパルマー ある歌姫の物語』金井喜久子著(朝日

新聞社[私家版]1984) 
『ニライの歌』金井喜久子著(琉球新報社 2∞6) *自伝

園 (出版輔)

『日本の作曲家』富樫康著(音楽之友社 1956) 
*p.126・129に掲載

『女性作曲家列伝』小林緑編著(平凡社 1999) 
*p.291・295 辻治美執筆

『日本の作曲 20 世紀~ (音楽芸術別冊)(音楽之友社 1999) 
*p.296 

画 (出版年煩)

『現代創作舞踊音楽第1集 ピアノ曲集』現代舞踊音楽出
版企画会編 (現代思潮社 1953) 
* ((琉球舞踊曲「月夜の乙女たちJ))収録
『世界大音楽全集声楽篇第 24 巻日本歌曲集1I~ (音楽
之友社 1956) 
* ((木やり唄))/ ((稲穂節))/ ((ふるさと》
『世界大音楽全集声楽篇第43巻日本合唱曲集
II~ (音楽之友社 1957) 
* ((木やり唄))/ ((ましゅんこ節》
『沖縄民謡による合唱曲集』金井喜久子編(音楽之友社

1961) 
『沖縄のわらべうた』金井喜久子編(私家版 1961) 
『沖縄の歌』金井喜久子編曲(音楽之友社 1962) 
『沖縄民謡による合唱曲集 2~ 金井喜久子編(音楽之友社
1967) 

固 (発売年順)

『金井喜久子作品集 ていんさぐぬ花~沖縄のうた~(カメラ
ータ 28 CM-585) 
*藍}II由美(ソプラノ)岡田知子(ピアノ)で、《じんじん)Hて

いんさぐぬ花)><<宮古の子守唄》等20曲の歌曲を収録

『小川典子、滝廉太郎から坂本龍ーまでを弾く一日本のピア

ノ曲80年の歩みJ'Just For Me: Nor i ko Ogawa p 1 ays Japanese 
Piano Music" (キングインターナショナル KKCC-2240(BIS 
CD854) 1997) 
* ((琉球舞踊曲「月夜の乙女たちJ))世界初録音で収録
『日本のフルート~ " Bridges to Japan" (キンゲインター
ナショナルKKCC-2299(BIS CD1059) 
* ((fていんさぐぬ花Jによる変奏曲》をマヌエラ・ヴィースラ}
(フル}ト)、小}II典子(ピアノ)で収録

『母と子の沖縄のうた、交響曲第1番ハ短調f'Ok i nawa songs 
for mother & child; Symphony nO.1 C-minor" 
(キングインターナショナル NKC3338)
* ((じんじん》を初めとする沖縄のわらべうたと 1940年に金井自身

の指揮で演奏された《交響曲第1番》の盤復刻

『琉球カチャーシー:ピアノ曲全集~ " The complete works 
for p i ano" (Tamayura: KKCC 3011) 
*高良仁美(ピアノ)。第7曲は交響曲の未発表の第4楽章でピア

ノ稽のまま残されたもの
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- 重喜三蔓草委・
重量 (出版年頗)
『音築の探求』吉田隆子著(真善美社 1948) 

*1940年から6年間の病臥生活期に記された日記、および折に触

れて記されたエッセイをまとめたもの

『音楽の探求』改訂版吉田隆子著(理論社 1956) 
* ((お百度詣》、《君死にたまふことなかれ》楽譜付き
『君死にたもうことなかれ』吉田隆子著 (新宿書房 200 
*自伝

匡逼 (出版年頗)
『吉田隆子~ (現代田本の作曲家 2)クリティーク80編著
(音楽の世界社発行光陽出版社発売 1992) 
「作曲家・吉田隆子の軌跡」井上理恵著 IN W社会文学』第
2号 (1988)
『女性作曲家列伝』小林緑編著(平凡社 1999) 
*p.295・300 辻浩美執筆

画 (出版年蟻)

『世界音楽全集 39 日本新歌曲集』箕作秋吉編(春秋社
19お)
* ((ポンチポンチの血廻し》中村正常詩(独唱とピアノ)
『日本作曲年鑑』社団法人大日本作曲家協会編(共益商社書

庫 1935-1936)
1935年:((二つの短歌による組曲》石川啄木詩(独唱とピアノ)

1936年:((生活》小倉雪江詩(独唱とピアノ)

『ソナターヴァイオリンとピアノのために~ " Sonata in 
Re， for Viol in and Piano"吉国隆子作曲(好祭社 1953) 
(音楽の世界社 1999) 
『組曲・道一ソプラノとピアノのために』吉田隆子作曲(好

祭社 1954) 
『君死にたまふことなかれ/お百度詣』吉田隆子作曲(音楽

の世界社 1981) 
* ((君死にたまふことなかれ》与謝野晶子詩(独唱とピアノ)/
《お百度詣》大塚楠緒子詩(独唱または女声2部合唱とピアノ)

『お百度詣:チェロとピアノ』吉田隆子作曲;監修井上頼聾

(音楽の世界社 1993) 
*原曲は歌曲《お百度詣》作曲者自身による編曲

『お百度詣:ヴァイオリンとピアノのための小品』吉田隆子

作曲;監修鈴木共子(音楽の世界社 1993) 
*原曲は歌曲《お百度詣》作曲者自身による編曲

『吉田隆子歌曲集~ (音楽の世界社 2000) 
* ((ポンチポンチの皿廻し》、《組曲「道J))等5つの歌曲を再版
く楽譜編集>

『ムソルグスキー歌曲集』吉田隆子編(好築社 1954) 
*付:ムソルグスキイについて(序にかえて)/吉田経子

*付:テキスト(日本語)と曲霞解説

図 (発売年膜)

W8本の作曲・ 21 世紀への歩み 3~ (東京コンサーツ 2021 
CD∞3) 
*青木調(ヴァイオリン)、鷺宮美幸(ピアノ)の演奏により《ソ

ナターヴァイオリンとピアノのために》を収録

『日本の作曲‘ 21 世紀への歩み 3~ (東京コンサーツ 2021 
C D003)~ 
*栗山文昭指揮GruppoVocal de 10K10の合唱により《君死にた

もうことなかれ》と《お百度詣》を収録



イベント趣旨

イベント概要

、
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イベント実施報告

2097年 3月 29日

2007年 3月 24日(土) 14: 00"'16: 00 

女性と音楽研究フォーラム

昭和を生きた二人の女性作曲家~金井喜久子と吉田隆子~

沖縄出身で、沖縄音楽の世界的伝播に努めた金井喜久子(1906・86)。そして、短い

生涯を通じて反戦と女性の岳立を説き続けた吉田隆子(1910・56)。生誕 100年の金

井喜久子と没後 50年の吉田隆子の記念年(年度)に際し、昭和という激動の時代

を作曲家として生きた二人の生涯と音楽を“いま"の視点から検証し、少しでも多

くの方々に知って、味わっていただくこと。

<プログラム>

《第1部》 金井喜久子 (19凶-1986)
レクチャ........ .辻浩美
「金井喜久子生涯と作品 J
演奏 :ソプラノ福成紀美子・ピアノ三好優美子
歌曲『沖縄の歌』より
ノ、イピスカス(1957))11平朝申詩
東西東西(作曲年不明)岸和「郎詩
さても常夏(作曲年不明)金井喜久子詩
ふるさと (1947)伊披南哲詩
ピアノ曲
アダージョとアレグロ (1960) 
琉球カチャーシー(1955)
一一一休憩一一一

《第2部》 吉田隆子 (1910-1956)
レクチャー:辻浩美
f吉田隆子生涯と作品 j
演奏 :ソプラノ福成紀美子・ピアノ三好優美子
ピアノ曲
カノーネ (1931) 
バラード (1937) 
歌曲
ポンチポンチの皿廻し (1931)中村正常詩

/ 

組曲『道~Suite より 1.樹(1946) 中村敢江詩 4.手(1936)小倉雪江詩
お百度詣 (1953)大塚楠緒子詩

*上記プログラムを、代表・小林緑の司会により、進行した。

*アンコールでは、金井喜久子の「じんじんJと「てんさぐの花Jが演奏され、

最後に「てんさぐの花jを会場の方々と斉唱した。

く会場の反応および反省>

100人余りの来場者は、概ね好意的にレクチャーにも演奏にも耳を傾けてくださっ

た。 31人からのアンケートでは、大満足 1、満足25、やや満足3と多くの方々に

満足いただけたことが実感された。感想としては、レクチャーと演奏があってわか

りやすかったこと、演奏への感動等が書かれており、女性作曲家の存在への関心が

少しでも広まったことに、主催者側としては安堵を覚えた。今後の課題としては、

企画やレクチャーの工夫、集客力のアップ等があるが、会員の高齢化・多忙化のな

かで、いかに前に進めていけるのか問題は山積みである。今回、未来館のご協力を

いただけたことに、心より感謝申し上げます。

参加者 |合計 113人 (団体・グループ会員 10人、一般 103人}
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